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台市障害者スポーツ大会」であり、その参加資格において年齢は満 12 歳以上と規定されていた。そ




















22）年の 12 月 4 日（土）、宮城県障害者総合体育センターにて最初の教室を実施した。第 1 回目の参
加者数は 55 名（児童 32 名・保護者 23 名）であり、また当日参加児童の対応を行ったボランティア
数は 29 名（学生 15 名・社会人 14 名）であった。初年度はその後に 2 回実施し、計 3 回の教室を実
施した。初年度の参加状況は表 1 の通りである。
表１　平成22年度　キッズ・サポート・プログラム（障害児・運動あそび教室）実施状況












仙台市障害者スポーツ大会」を終えた 7 月以降から翌年の 2 月までの間に教室を開催しており、平成
26 年度も全 8 回の実施を予定している。なお、教室の参加は無料であり、事前の申し込み等も不要
である。教室は概ね午前 10 時から 11 時 30 までの 1 時間半の開催とし、参加者はその間の中で自由
に入退場出来るシステムを採用している。
４．今後の課題











102－  　  －
　今後、教室が更なる発展を遂げていくためには、前述した参加者のニーズ把握や新たな周知・宣伝
方法の確立は勿論のこと、これまでの過去 5 年間の教室運営に関する検証が不可欠である。このこと
については、また次の機会に改めて行うものとしたい。
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